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「
み
ず
な
ぎ
学
園
」

（岡
本
四
寿
園
長
、

百
十
人
）
で

十
二
日
、

園
生
の
と姿
棒
程
ど
フ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
多
数
が
参
加
し
て
文

化
祭
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
る

園
生
の
日
常
生
活
を
ま
く
知
つ

て
も
ら
い
、

地
域
社
会
と
の
在
流

を
広
げ
よ
う
と
毎
年
開
い
て
お
り

六
回
目
。

年
前
中
は
更
生
部
、

音

楽
ク
ラ
ブ
、

授
産
部
の
舞
台
発
表

が
あ
竺

軽

局

成
暑

痛

一
杯

に
披
露
。

園
庭
で
は
う
ど
ん
や
お

で
ん
、

お
好
み
焼
き
を
販
売
す
る

テ
ン
ト
が
並
び
、

ど
こ
も
長
い
列

が
出
来
る
人
気
ぶ
り
。

同
学
園
で
は
、

授
産
事
業
と
し

て
陶
芸
、

縫
製
、

農
芸
な
ど
の
指

導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

園
生
た

鶴
瑞ン
一

作
り
上
げ
た
自
慢
の
作
品
を
壁
不

一

し
た
コ
ー
ナ
ー
も
作
ら
れ
た
。

年
後
か
ら
は
、

保
護
者
や
ポ

フ

ン
テ
ィ
ア
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、

学
園
内
に
は
終
日
楽
し

げ
な
歓
声
が
響
い
て
い
た
。

投産部の作品も並んだバザ千会場
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「
み
ず
な
ぎ
高

野
学
園
」着
工

精
薄
者
授
産
施
設

舞
鶴
市
野
村
寺
、

精
神
薄
弱
者

通
一明
授
産
施
設

「
み
ず
な
ぎ
高
野

学
園
」
の
起
正
式
が
七
日
、

現
地

で
行
わ
れ
た
。　

　
　
　
　
　
・

本
校
の
み
ず
な
ぎ
学
園
は
同
市

鹿
原
に
所
在
。

こ
ち
ら
は
寄
宿
設

備
も
あ
り
、

同
市
を
中
心
に
百
十

人
の
精
神
薄
弱
者
が
生
活
訓
練
と

職
業
教
育
を
受
け
て
い
る
が
、

入

園
希
望
者
が
多
く
、

約
二
年
前
か

ら
分
校
の
開
園
を
望
む
声
が
高
ま

っ
て
い
た
。

そ
れ
が
今
春
、

開
国
の
た
め
の

国
、

府
の
補
助
が
つ
き
Ａ
同
市
も

旧
高
野
小
跡
地
の
無
償
貸
与
を
申

し
出
た
こ
と
か
ら
着
工
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

み
ず
な
ぎ
高
野
学
園
は
鉄
筋
平

屋
の
四
八
①
平
方
財
。

総
工
費

一

億

一
千
五
百
万
円
。

定
員
は
三
十

人
で
農
芸
、

包
製
加
工
、

粉
せ

っ

け
ん
の
製
造
な
ど
の
職
業
教
育
が

行
わ
れ
る
。

来
年
四
月
に
開
園
す

る
。式

に
は
、

福
祉
関
係
学
習
う
約
五

十
人
が
参
加
。

神
事
の
あ
と
隅
山

陣
埋
事
長
が

「
生
活
訓
練
、

職
業

教
育
の
場
と
し
て
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
職
員

一
同
、

精
い

っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

みずなぎ高野学園の建設予定地=舞 鶴市野本寸寺


